翁 は 妻と の 間にた くさん こども を 生んだ。 こど もが 

生れて 一 人 動き できるようになると、 翁 はこれ を 山に 

持って行って 置いて 来た。 

山の 麓に こども を 置 去りに して 来て、 果して それで 

育つ もの かどう か 危ぶまれた。 しかし どこへ 置いた と 

さち 

ころで その 幸の ない もの は、 育った 方が 却って 面白 か 

らぬ ことになる ような 育ち 上り をして しまう かも 知れ 

ない。 それなら 一 つ そ、 こども を 好きな 山に 賭けよう- 

山が 育つ ベ く 思う ほどの こどもなら 山 は 育てよう。 少 

くと もこれ ほど 信頼す る 山が 悪 しゅうは 取 計う 害 は あ 

るまい。 もし この 上に して 育たぬ よう だったら、 山よ ■ 



或は 山 を 自分と する 一 致が できた。 山に おのおの 特殊 

の 性格が ある こと は 前の 条で 説いた。 こどもたち は 

育った 山の 性 その 如き 人間と なった。 身体つ き 容貌 ま 

おもかげ 

で 何やら 山の 姿、 峯の 俤 に 似通って 見えた。 西 国の 

また 

山 は 冬 は 脱ぎ 夏 は 緑 を 装った。 こどもたち も 亦 冬 は 裸 

に 夏 は 藤 ごろ も を 着た。 緑の 葉に 混る 藤の 花房が 風に 

ゆらいで 着 ものから 紫の I 卞を 撥ねさした。 

もとより 山の ことに かけて は 何事で も 暗ん じている 

こども を、 麓の 土民た ち は その 山の 神と 呼んだ。 そし 

て 侍き 崇 むる 外に 山に 就ての 知識 を 授けて 貰った。 

たつき の 業 を 山から かず けられて 生活す る 麓の 土民 は、 



が 落ちた。 雨風に 曝され 見すぼらしく なった 旅の 翁 を 

どこでも 泊めようと しなかった の だ。 翁 は 煩わしく I 卞 

あさが れい 

を 払いながら 朝餉 を 少し 食べた。 持ち 亙って 来た 行 

糧も もはや ほとんど 無くなつ ていた。 翁 は 朝餉 を 食べ 

終る と 冷えた 身体 を 撫でさす リ いささかの 暖 味に 心 を 

引 立た して 貰って、 きょうの 旅路の 踏 出しに かかった。 

鶏 はおち こちで 鳴き 盛って 来たが、 行く手の 垂れ 雲 

は 晴れようと もしなかった。 捲き 返す 浪打 際の いさご 

を 踏んで 翁 は とぼとぼと 迪 つて 行った。 海上の 霧のう 

すれの 明るみに 松の 生え 並ぶ 白 州の 浜が 視 かれた。 翁 

は 島 かと も 見る うちに また 霧に 隠れた。 



その 日の 夕 近く、 翁 は 垂れ 雲 を 左手に した、 垂れ 雲 

の 幕の 面 を 平行す る 行路の 上を迪 るよう になった。 落 

しょうしょ-つ 

日の 華やか さもな く、 けさがたからの 風は蕭 々 と 一 

日 じゅう 吹き 続けた まま 暮れて 行く ので あるが、 翁に 

かす のぞか 

は 心なし か、 左手の 垂れ 雲の 幕の 裾が 一 二 尺 掠り 除 

れて 行く ように 思われた。 あたりが 闇に 入る 前に、 翁 

は その 幕の 掠り 除れ た 横 さまの 隙より 山の 麓ら しい 大 

ような 勾配 を 認めた ように 思 つ た。 

草枕、 旅の 露 宿に 加えて、 夢 も 皺 かく 老の身 ゆえに、 

寝覚めが ちな 一夜で あるの はもつ ともの こと だが、 こ 

の 夜 は 別けて 翁 をして 寝付かれ しめぬ ものが あった。 



ういう こと を 考えて いる。 これが 同じ 地上に 在って 眺 

めら る ものの 姿で あるの か。 この 仰ぎ見る 天空の 頂 は 

麓の 土と どういう 関係に 在る のか。 麓 はよ し 地上の 山 

にしろ、 頂 は それに 何の 縁 もない 雲に 代って 空から 湧 

くまた 一 つの 気体の 別 山な ので は あるまい か。 南の 海 

の※ 螺 〔# 「虫+ 充」、 279-1S が 吐く という 蜃 気が 描き 

出す 幻 山の たぐいで は あるまい か。 幻 山 を 証拠立てる 

よう 塩 尻が たの 尖から 何やら 煙の ような ものの 燻 り 

出る のが 見える ようで も ある。 

薄れ 明るむ 雲の 垂れ幕と たそがれる 宵闇の 力と あら 

がう 気象の 摩擦から 福 慈 岳の 巨体 は、 巨体 さながらに 



雲の 帳の 表に うつす リ浮 出で、 または 帳の 奥に 潜って 

見えたり する。 何とい う 大きな^ 坤の 動きであろう。 

しかも 音 もな く。 呆れた 夢に 痺れさせられ かけて いた 

翁の 心 は 一 種の 怯え を 感ずる とぶ るりと 身慄ぃ をした- 

よみがえ 

翁の 頭の 働き はや や 現実に 蘇 つて 来る。 

翁 は 西 国に 於て、 山ち よう 山に より 自然と 人間の こ 

と は ほとんど 学び 尽し、 性情に も あらゆる 豊さを 加え 

たつ もりで いた。 また 永い 歳月 かかって 体験から 築き 

上げた 考えと 覚悟 はも はや 何物 を 持って来ても 壊せず 

揺ぎ ない ものと 思って いた。 ところが いま、 模索した 

程度に 過ぎない ものの、 福 慈 岳の 存在に 出 遇って みる 



と、 それ 等の もの は 一時にけ し 飛び、 自分なる もの を 

穴に 横 匍う 蘆 間の 蟹の ように 畸形に も 卑小に、 また、 

経め ぐ つ て 来た 永い 歳月 を 元 へ 投げ 戻されて ただ 無力 

の 一 孩児 とに しか 感じられない。 

「これ は 何とい うこと だ。 上に は 上が ある もの だ」 

翁 は 人の 世の 言葉で はじめてこう いった。 物の 絶大 

の 量と 絶大の 積 は 説明な くして それが 一 つの 力強い 思 

想と して 影響す る ものである こと を 翁 は 悟らせられた- 

「負けた よ」 

翁 はこう もい つた。 

山と 山 神と は 性格 も 容貌 も 一 一 つに 分つべからざる 関 



であった の だが、 いまこの 山の 娘の 神に 向って はまる 

お ぼっか 

でそう いう こと もそう する こと も 覚束なく も 思われる- 

「この 山 は嚥み 切れない。 もしもそう したなら、 自分 

の 性格の 腹の 皮の 方が 裂けよう」 

翁 は いまにも それ を 恐れる ように 大事そう に 螺の如 

き 自分の 腹 を 撫でた。 

夕風が 一流れ 互った。 新しい 稲の 香が する。 祭の 神 

まさ リ. 5- つりよう たけな わ 

楽の 音 は 今 将に劉 嘵と 闌 である。 

翁が 呆然 眺め 上 げる福 慈 岳の 山 影 は 天地の 闇 を 自分 

に 一 ぱいに 吸 込んで、 天地 犬に 山 影 は 成り切った。 そ 

くろず なら 

う 見られる 黝 み 方で 山 は 天地 を 一 体の 夜色に 均され 



念が すぐ 起って 来る ので もあった。 

とつお いつ 思い あぐねる うち、 いよいよ 無力の 孩，. 児 

としての 感じ を 自分に 深めて 来た 老翁 は、 いま は 何も 

かも かなぐり 捨て、 ひたすら 娘に 鎚リ 付き 度くな つた。 

それ は 福 慈 神に 向って 娘と してよりも 母ら しい ものへ 

の 寄す る 情に 近かった。 偉れ て 立 優って いる この 女神 

に 対し この 流れの 方向の 感情に 心 を 任せる とき、 却つ 

て 気持 は 自然に 近い こと を 老翁 は 発見した。 

女神が 捧げ もの を 徹して 持ち帰る 姿が 望まれた。 

翁 は 堪られ なくな つ て 声をかけた。 

「娘よ。 福 慈 神よ」 



かくて、 この 島山 は、 潮の 海から 蜻齢 型に 島山の 肩 

を 出す ことが 出来た のであった。 重ね重ねの 母胎の 苦 

労で ある。 その上、 重く 堅い，. 巌を 火の 力に より 劈き、 

あ 一-こ 

山形に わたくし を 積み上げさせ たという こと は、 仇お 

ろ そかの す さびに 出来る 仕事で はない。 非情の 自然が、 

自ら その 頑 な 固定 性に 飽 いて、 抗 い 出た 自己嫌悪 

の 旗印 か、 または 非 生の 自然に 却って 生ける ものより 

以上の 意志が あって、 それ を 生ける ものに 告げようと 

する 必死の 象徴で でも あるので あろう か。 

あるべき ものの ある 理由 は、 そのもの になり 切った 

うなず 

ものにして はじめて 頷け る ほど、 深刻な ものである 



猿で あると か、 鷲で あると か、 気の利いた 山の 神で は 

なかった。 これで は 訪ねず とも 判って いる。 翁 は 身に 

疲れ も 出た ことなり、 漸く 舟人に 頼み込み、 舟の 隅に 

乗せて 貰って 浪 路を迪 つた。 

海路 は 相 模国三 浦 半島から、 今の 東京湾 頭 を 横断し 

て 房 総 半島の 湊へ 渡る のが 船 筋だった。 

土地 不案内に 加えて、 右往左往した 上、 乗った 船 も 

ここに はやて を 除け、 かしこに ffl ぎ を 待つ という 進み 

方な ので 山の 祖 神の 翁の 上に 人間の 歳月の 半年 以上 は 

早く も 経つ てし まった。 

なつ そ うみ かみがた とど 

夏 森 挽く、 海上 潟の、 沖つ 州に、 ^は it めむ、 さ 



夜更けに けり。 

しとしとと 来た 雨の 夜泊の 船中で、 きね がて た苫の 

I 卞の音 を 聞いて いると 翁の 胸 はしき りに 傷んだ。 翁 は 

拾って 来た 娘の 家の 庭の 小石 を 懐から 取 出して 船燈の 

かげで 検め みる。 普通の 石と は 違って いる。 

すべす べして 赤く 染 つた 細長く 固い 石で ある。 頭と 

尾 は 細く 胴 は 張って いる。 背 及び 腹に 鰭の ような もの 

が附 いている。 魚の 形と 見られぬ こと もない が、 より 

多く 涙が 結晶した 形と 見る 方が 生きて 眼に 映る 石の 形 

であった。 それ は 福 慈 岳が 噴き出した 火山弾の 一 つで 

あるの だった。 



が、 布 乾さる かも 

とく リ つ 

山の 祖神 は、 平地に 禿 立して いる 紫色の 山 を 望み、 

それ は筑 波と いう 山であって、 それに は 人身の 形 をし 

た 山 神が 住ん でい る， J と を 聞き 知 つ た。 

その 山 は 全山が 森林で 掩 われて 鬱蒼と していた。 麓 

力し も t.€ 

の 方 は 樫の 林で あり、 中腹へ かかる とそれ が 樅の 林に 

ぶ な おやの かみ 

代る。 頂に 近いと ころ は 山毛櫸 となった。 山の 祖神 

の 翁 はま だ 山に 近付かない さきから 山の 林 種 はこれ 等 

で 装われて いる こと を、 陽 に^ゅる 山 緑の 色調で 見て 

取った。 この 様子の 山なら 草木の 種類 はま だ 他に たく 



さん 宿って いる 害 だ。 

「豊な 山 だな」 

翁 は 手 を 翳して ほほ 笑んだ。 

山の頂 は 二つに 岐れ ていた。 尋常な 円錐形の 峯に対 

か ぼ そ 

し、 やや 繊細く 鋭い 峯が 配置よ く 並び 立って いる。 こ 

の 方 は 背丈け は 他より 抽ん でて いるが 翁に は 女性的に 

感じられる。 翁 はこの 山に は 人身の 岳 神が 住み 守る と 

聞いた が、 それにしたら、 その 岳 神 は 結婚して いて、 

恐らく その 妻 は 良人より 年長の いわゆる 姉 女房で ある 

であろうと 山 占い をした。 

東国の 北部の 平野 は 広かった。 茅 草 . 尾花の 布き 靡 



く 草の 海の 上に、 櫟 . 榛の 雑木林が 長濤 のように うち 

冠 さって いた。 榛の木 は 房 玉の ような 青い 実 をつ け か 

け、 風が 吹く と 触れ合って かすかな 音を立てた。 丸く 

見渡せる 晴れ 空 を しら 雲が 一 日 じゅうゆ るく 互って 過 

ぎた。 

その 山 は 北の方から 南へ 向けて 走る 大きな 山脈の、 

脈 端に は 違いない の だが、 繋がる 脈絡の 山系 は あまり 

とつと く もた 

に 低い ので、 広い 野に 突 禿と して 擡げ 出された 独立の 

山塊に しか 見えない。 母体の 山脈 は、 あとに 退き、 う 

やまひだ 

すれ 曰に 透け、 または むれ 雲の 間から 薔薇色に 山襞 を 

刻んで 展望 図の 背景 を 護って いた。 



く距る ほど 理想で ある。 しかも あの 娘 は その 遠く 距る 

もの を 現実に 享け 生かそう とする もので はなかろう か。 

娘 は 祭の 儀 を 説いて 神の 中なる 神に 相 逢う といった。 

思えば 思う ほど ひとり 壁 立 万 扨の 高さに 挺身して 行 

こうと する 娘の 健気な 姿が 空中で まぼろしと 浮び 、 娘 

の 足搔く 裳から は うら 哀しい I 卞が 翁の 胸に 滴 つ て 翁 

を 苦しめた。 

取り付きよう もない 娘の 心に せめて 親子の 肉 情を繫 

の ろ ぎ や く て 

ぎ 置き 度い 非情 手段から、 翁 は 呪いと いう 逆手で 娘の 

感情に 自分 を 絡 印した のだった が、 必要 以上に 娘 を 傷 

けねば よいが。 



網 さしわたし ている。 下つ 瀬に は 網 代人が 州の 小屋に 

こも すずき 

籠って 網 代に 鱸の かかる の を 待って いる。 

翁 はとき どき、 ひ よんな ところで、 ひ よんな 憩い 方 

をして いると、 苦笑して 悩みつつ ある 一人ぼっちの 自 

分 を 見出す ので あつたが、 なかなか 腰 は 上げ 悪かった。 

東国の この わたりの 人 は 言 葉 や 気 は 荒かった が、 根 

は 親切 だ つた。 餓えて 憩って いる 老翁の た めに 魚 鳥 の 

獲 ものの 剰った の を 持って来て 呉れたり、 菱の実 や、 

黒 慈姑 を 持って来て 舆れ たりした。 雨露 を 凌ぐ 菰の小 

屋 さえ 建てて S ハれ た。 

昼 は 咲き 夜 は 恋 宿と いう 合歓の 木の 花 も 散って し 



「山 近し、 山 近し」 

山の 袓 神の 翁 は 今 は 使い古る しにな つてい る この 言 

葉 を 眩いた。 そして やおら 立 上った。 その 山 は 確に 

はもり 

葉 守の 神 もい そしみ 護る 豊饒な 山に 違いない。 そして 

また、 そこに 鎮まる 岳 神 も、 嘗て 姉の 福 慈の 女神と 共 

に、 東国へ 思い 捨てた わが 末の 息子が 成長した もので 

しみじみ 

あろうと いう 予感 は沁々 と ある。 それでいて なお 急ぐ 

J ころ は 湧き出で ない。 

河口に 湖の ようにな つてい る 入江の 秋水に 影 を 浸す 

その 山の 紫 をもう 一 度 眺め 澄して から 翁 は 山に 近付い 

て 行った。 



ろと も 下へ も 置かない 歓待に 取り かかった。 そうしな 

じょさい 

がら 祭の 儀 も 如才なく 勤めた。 

その 妻 は 翁の 山 占い 通り、 いささか 良人より 年長で 

良人の 岳 神 を 引 廻し 気味だった。 彼女 はいった。 

「ふだん、 どんなに か、 お 父上の こと を 二人して 語り 

暮らして おりました ことでしょう。 有難い ことです わ- 

これで 親孝行 を さして 頂けます わ」 

家の 中の いちばん よい 部屋 を 翁の ために 設けて 舆れ 

た。 この 山に 生る ものの 肥えて 豊な さま は 部屋の 中 を 

見廻した だけで も 翁に はすぐ それと 知れた。 

黒木の 柱、 梁、 また 壁板の 美事 さ、 結んで いる 葛蔓 



あった。 

息子 夫妻が 父の 袓 神の 翁に 顔 を 合すと き、 大体 話 は 

山の 生産の 模様、 山 民の 生活の 状況、 それ 等を統 ねて 

行く 岳 神と しての 支配の 有様、 そのような もので あつ 

た。 それ は 誰が 聴いても 円満で 見上げた ものであった。 

山 民間に 起 つ た 面白そう な 出来事 を 噂 話の ように 喋つ 

て も m ハれ た。 だが、 それだけだった。 

親子関係 を 離れて 誰に 向っても 話せる 筋合いの 事柄 

ばかりで ある。 折角、 親子が たまにめ ぐり 合う の は、 

もっと 心情に 食い込んだ、 親子で なければ できない と 

いう 気持の 話 はない もの か。 人知れ ない 苦労と いう も 



や みぞ もら 

ね、 この 奥地の 八 溝 山の 岳 神の 妹だった の を 貰って 来 

ましたの です。 これで も 求婚の 競争者が 相当， > J ざい ま 

してね」 

という 意味の ような こと を 話しかけ ると、 妻 は 

「まあまあ、 そんなお 話、 どうで もい いじ や ございま 

せんか」 

「それよりか まだ 山の 中で おとう さまが お見残しのと 

^ J も) J ざいましょう。 幸いよ い 天気で ござ いますから- 

あなた ご 案内して 差 上げたら」 

と、 とかくに 事物の 歓待の 方へ 気 を 利かして 行く の 

であった。 



翁の 方から は 何もい い 出せなかった。 いい 出せる 義 

理 合いで はない と 翁 は 思って いた。 すでに 東国へ 思い 

捨てた 子で ある。 それが 自力で かかる 豊饒な 山の 岳 神 

ともな つ ていて 舆れ てるの だから 何もい うこと はない- 

山の 祖神 として は、 この 分身に よって 自分に も 豊か さ 

けんぞく 

という 性格 を附け 加え 得られ、 眷属の 繁栄 を 眼に 見る 

ことで ある。 感謝すべき だ。 

姉 娘に 対して はと かく 恋々 たる 山の 祖 神の 翁 も 弟の 

岳 神に 対して はどうい う もの かこの 点 は 諦めが よかつ 

た。 

ただ 一 言 この 弟の 岳 神の 口から 聞かして 貰い 度い の 



「なるほど、 この辺 は 人里 離れて、 猪の 遊ぶ のに 持つ 

て 来いだ」 

翁 はそう いって、 傍の 保 与 (寄生木) のつ いている 

山 松 を 見上げた。 その 日 は 何 心なく それで 過ぎた。 

岳 神の 父親が 滞在す ると 聞き付けて、 配下の 土民た 

ち はと ころと ころの 産物 を 父の 祖 神に 差 上げて 呉れと 

持って来た。 

あわび 

加 波 山で 猫れ た 鹿ら しく 鹿 島の 猫で 採れた 鳆、 

にいば リ しぎ しじみが い 

新 治の 野で 猫れ た、 嶋、 那珂の 川で とれた という、 蜆 貝 

中には はるばる 西北の 山奥で とれた の を また 貰いに 

貰って 来たと いって、 牟 射佐妣 という 鳥 だか、 獣 だか 



ひめ 

ふた 親 は 常に 女に いって 聴した。 「東国で は、 あなたが、 

おやの かみ 

あの 偉大な 山の 祖您神 さまの 一 番の 孫な のです よ」 と。 

孫娘 はお さな 心に 高い 誇り を 感じた。 

ふた 親 は、 なお、 祖父の 神の 偉大 さ を 語る にこうい 

う 言葉 を 使った、 「なにしろ、 西 国の 山々 は もちろんの 

こと、 東国で も、 福 慈と か、 この 筑波 とかいう 名山に 

は 必ず、 こども をお 遺しに なリ、 山を拓 かすと 共に、 

さかえ 

眷属の 繁栄 をお 図りに なった 方な の だから」 と。 

祖父の 偉れ た 点 を 語る こと は、 また、 その 孫娘に 偉 

しょ-つよ-つ 

れる こと を 您慂 する ことで も あ つ た。 

ふた 親 は、 自分た ちの ことに 就て は 「わたし 達 は、 



女 は 年頃に なった。 相 変らず この 界隈の 褒め ものの 

娘で あり、 ふた 親の 自慢 娘で はあった。 女 はも はや 山 

の 鞍部へ 上 つ て 伯母の 山の 姿 を 眺め 見る こと はせ ず、 

理想なる もの を 持たず、 ただ その 日 その 日 を 甲斐々々 

しく 働いた。 雁金が 寒く 来 鳴き、 新 治の 鳥 羽の 淡 海 も 

秋風に 白浪 立つ 頃 ともなれば、 女 は 自分が 先に 立ち 奴 

たち を 率いて、 裾 わの 田 井に 秋 田 を 刈った。 冬 ごもり 

かも ねぎら 

時し も、 旨 飯 を 水に 醸み なし 客 を 犒ぅ待 酒の 新酒の 

味 はよ ろしかった。 娘 は どこから しても 完璧の 娘 だつ 

た。 待 酒 を 醸む 場合に、 女 はまず その 最初の 杯の 一 杯 

を、 社に 1^ き 祭って ある 涙 石に 捧げた。 それ は 祖父 



に 伝わる I 卞 のみで ある。 一 とき 聞く に 堪えない ような 

失望の 呻き 声が 聞え る。 だが 河 神 は 肘の I 卞を 啜って い 

う 「私 はこの 女神の ために 諦めと いう こと を 取 失わ さ 

さざなみ 

れて しまった。 消 ゆる かに 見えて、 また 立つ 漣 …… 」 

岳麓に できた 八つの 湖、 その 一 つ 一 つ を 見 まもる 八 

人の 河 神の 若い 瞳。 その 辛抱 を 試しみ るよう に、 湖面 

に、 ときどき さ ざ 波が 立つ。 

旅人た ちの 話 を 綜合して みて、 いちいち 驚かれる 伯 

母が 持てる ものである。 水 無 瀬 女 は、 また 「お 伯母 さ 

まが、 なにも かに も 持って らしって しまったの だ わ。 

眷属 中の 良い ところの もの を 一人で」 と 託った が、 男 



在って は、 およそ 生きと し 生ける もので、 生 こそ は 欲 

すれ、 死 を 望む こと はいかなる 条件の 代償 を 得る にも 

せよ 心に 無い ことだった。 従って その 声の いうと ころ 

は 女に 珍ら しかった。 女 は、 ここに も 女神の ために 出 

来た 奇妙な 怪我人が 一 人い るの かと、 久 振りに 伯母に 

対する 義憤 を 催して、 弟 は その 辺の 狩に 出し 遣り、 自 

分 は 洞穴の 中へ 入って 行った。 

たき ま つ 

弟が 用意して 呉れた 僅な 松明の 灯 を 掲げて、 女 は 洞 

穴の 中へ 入って 行った。 歯朶が 生い 囲んで いる 入口の 

辺 を 過ぎる と、 岩窟の 岩肌が 灯に 照し 出された。 頰を 

こ-つも：：' 

掠めて 蝙蝠ら しい ものが 飛んで 女 を 驚した。 



に 伝わって 滴る I 卞は、 霊 晶の石 を 溶し 来て 白濁し、 人 

間の 母が 胸から 湧かす ところの 乳の I 卞 そのまま であつ 

た。 

若い 獣 神 はいう 「この 乳 を、 あの方 は、 生に 対して 

も 根が 尽き果て、 されば といって 死へ も 急げない、 生 

ける ものに 取って いちばん 遣り切れない ときに 飲めと 

仰し や るんで す。 そのと きがいち ばん 利く と。 でも、 

そういう 場合に 飲もうと する 努力 は 苦し いものです 

ね」 

若い 獣 神 はしき りに 咳き込んだ。 水 無 瀬 女 は 背を撫 

でて 介抱して やった。 



に は 見られな いが、 しかし 身体 中から 何 か を 吸 出され 

るよう に、 見ない わけに は ゆかない といった。 

女 は、 自分の 前に 佇った 男 は、 身体の 割に、 手足が 

長くて、 むくつ けき 中に 逞し さ を 蔵して いる。 獣の よ 

-っ とろ 

うに 毛深い。 嫌 だな と 思う ほど、 女 を 撃ち 融 かす 分量 

の もの を もっている。 女 は 生れ 付きの 女の 防禦 心から 

眼 を わきへ 外ら した。 しかし 身体 だけ は、 ちょっと 腰 

を 前 横へ 押出して 僅かな しな を 見せた。 池の ほとりの 

きちこう つぼみ 

桔梗の 花の 蒼 を まさぐ る。 

しばらく 虚々 実々、 無言に して、 天体の 日月 星辰 を 

運行る 中に、 新生の 惑星が 新しく 軌道 を 探す と 同じ 敷 



事実、 男の 歯 は ぱりぱりと 鳴った。 

男 は 切なく 叫ぶ、 

おおね とつ 

「この 大根、 嫁かず であれ、 II 今に」 

といい、 あと を も 見ずに 艇け 去った。 その 走り 方 は、 

不器用な 中に 鳥獣の ような 俊敏 さが あ つ た。 

女 は、 き ゆつ きゅっと 上 態 を 屈めて 笑った。 男が 精 

一 杯の やけ 力 を 出して 自分 を この 蕪 野な 蔬菜に 譬えた 

のがお かしかった。 

女 は 笑いながら、 しかし 持え たもので なく、 自然に、 

この こと をお かしみ 笑える 自分 を、 男に 見せられな 

かった の を 残念に 思った。 そこにす でに 男の 虚勢 を 見 



女 は、 所詮、 どっち かからい い 出さねば ならない 羽 

目が 近付いて いるの を 悟った。 母親 も 気付いて 相手の 

身分 を 図り 近頃 はぐず ぐずい う。 しかし この 情熱 を 生 

のままで は、 たとえ このまま 二人 は 結ばれた にしろ、 

のちの あくど さが 思い遣られる。 

その 日 はや はり 「この 大根、 嫁かず であれ、 II 今 

に」 といって 駆 去った 男が、 その 翌日、 何にも 獣 は 持 

たずに 水の ほとりに 来た。 女 を 見る と、 矢庭に 弓矢 を 

女に 向けて 張った。 男 はこの 頃の 興奮と 思い悩みに、 

いたく 痩せ衰え、 逞しい 胸で 息せ き 切って いる。 かく 

しても まだ 口で はいい 出せず、 弓矢 を もって 代弁 させ 
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